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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2022.12.11) 

                                                  文･写真：武田  写真：黒山 

日 時：2022(令和 4)年 12 月 11 日(木)  9:30～15:30  

気 象：晴(気温 10℃) 

活動エリア：４5 林班に-０３ 

活動内容：地域環境保全(倒木処理､過密広葉樹除伐､ほか)  

参加者(会員)：猪川 誠､石田美和､斧田一陽､菊山美紀子､工藤貴士､倉谷邦雄､黒山泰弘､武田壽夫､寺田昭弘､

中川義行､中村賢三､宮本廣                                会員１2 

 

＜今日は｢国際山岳 Day＆｢イニ イイ (良い胃)の日＞ 

山岳 Day は２００３年の国連総会で制定。国際社会が山岳地域の環境保全と持続可能な開発について

考えることを呼掛ける。その小さな実践部隊である我々は今日もセッセと山仕事。イイ・イチョウは語呂

合わせ。家族連れを含め､今日もハイカーが多い。写真は新加入の助っ人達。コンプレッサーはチェーン

ソーの鋸屑掃除用。作業は引き続け人工林の上部､マツにスギ､広葉樹が混在する天然林。 

【鳶口とコンプレッサー】 

 

【鳶口は玉切り材の移動に便利】 

 

＜今日の成果＞ 

  倒木 20 本は玉切り･棚積み。常緑広葉樹は数えていられない(それ程熱中？)､面積は.1ha の整備。 

＜写真＞ 

【倒木の玉切り】 

 

【伐ったら棚積み】 
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＜写真＞  

【作業後の一例(キレイ サッパリ)】 

 

【常緑広葉樹に取り掛かる】 

 

【常緑を刈って陽射しが通るように】 

 

【見つけた倒木も小まめに棚積み】 

 

【キレイになった足元】 

 

【真白に化粧した白山(井上会員)】 

 

 


